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研究要旨（本態性振戦でのプリズム順応） 

前年まで運動失調以外の小脳機能障害を検出するため、小脳の機能の一つの視覚運

動順応機能の変化を臨床の場で検出することを目的に、プリズム順応を用いて検討

してきた。今年度は、小脳性運動失調を通常呈さないが、発生機序には小脳プルキ

ニエ細胞が関与していると近年示唆されている本態戦振戦で異常が検出できるか検

討した。本態性振戦２０人と年齢を合致させた健常ボランティア２０人を対象にプ

リズム順応を行った。結果は本態性振戦では、健常者にくらべてプリズム順応の機

能うが低下していた。これらから、プリズム順応を用いて臨床的には小脳性運動失

調が明らかではない場合にも、小脳機能異常を検出できる可能性がある。 

Ａ.研究目的 

昨年度まで我々は、運動失調以外の小脳の機

能障害を検出することを目的に、小脳の機能

の一つである視覚運動順応機能の変化を臨床

的に検出する方法を検討してきた。視覚運動

順応機能の一つであるプリズム順応における

検討では、純粋小脳型の脊髄小脳変性症患者

ではプリズム順応の aftereffect が減少してい

ることが確かめられ、小脳の順応機能を評価

するために有効な方法であることを提唱した。 

今年度は、本態性振戦でのプリズム順応を検

討した。本態性振戦は小脳性運動失調を通常

呈さないが、発生機序には小脳プルキニエ細

胞が関与していることが病理所見などで近年

示唆されている。小脳の機能障害の存在が生

理学的に示されるか明らかにすることを目的

とした。 

Ｂ.研究方法 

対象は本態性振戦２０人と年齢を合致させた

健常ボランティア２０人。 

プリズム順応は、まず 30 回プリズムなしで

25ｃｍ先の標的に向かって指を当てるタスク

を行った後、20度のプリズム眼鏡をかけて 50

回同様のタスクを行った。その後、プリズム

メガネを外し 30回行った。この間の手の到達

点と標的との距離の誤差の推移を評価した。

プリズムを外したときに順応が残っているこ

とにより逆向きへ手が偏倚してしまう程度

（aftereffect）、誤差改善の限界量などを順応

の指標とした。 

 (倫理面への配慮) 

本研究は倫理員会の承認を得ている。参加

者から書面にて同意を得ている。 

Ｃ.研究結果 

本態性振戦では、健常者にくらべて aftereffect

が優位に減少し誤差改善の限界量が優位に大

きかった。 

Ｄ.考察 

本態性振戦では、健常ボランティアに比べて

プリズム順応の機能が低下しており、視覚運

動誤差への順応に関わる小脳機能が障害して

いる可能性が示唆された。臨床的に小脳性運

動失調を示さなくても、本態性振戦では小脳

機能障害が存在し、このことが振戦の発生機



 

序に関わっている可能性が示唆された。 

これは近年の画像検査や病理検査の報告で、

本態性振戦における小脳機能障害の存在が提

唱されていることと合致する所見であった。 

Ｅ.結論 

臨床的に従来から言われている小脳性運動失

調が明らかではない場合においても、プリズ

ム順応検査を用いることで小脳の機能障害が

検出できる可能性がある。 

本技術の使用により、従来の小脳症状ではと

らえられなかった小脳の機能を分析できるよ

うになり、小脳症状の診断精度が上がり、診

断基準の策定などに貢献できると考える。 

 

Ｆ.健康危険情報 

なし 
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